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核磁気共鳴分光法(NMR) フーリエ変換型赤外分光 (FT-IR) 

赤外分光法は構造を調べるために
用いられる．それぞれの官能基は特
徴的な吸収強度・吸収エネルギー
（波数）を持つ． 

磁場中での I = 1/2 核のエネルギー準位 

13C 構造の種類（メチル，メチレン，メチ

ンなど）のいずれに由来するものかを
見分ける 

核種 
11.74 T での
共鳴周波数

(MHz) 

スピン
量子数 

天然存
在比(%) 

相対感
度 

1H 500 1/2 99.98 1 
2H (D) 77 1 0.015 0.01 
11B 160 3/2 80 0.2 
13C 125 1/2 1.1 0.02 
14N 35 1 99.6 0.001 
15N 50 1/2 0.37 0.001 
17O 68 5/2 0.037 0.03 
19F 470 1/2 100 0.8 
31P 202 1/2 100 0.07 
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